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構想名（30字程度以内）

構想概要（400字以内）

研究開発・実施体制 ※立命館宇治高等学校理科コース・文科コースは2019年度終了。年次進行でIGコースに置き換わり、全生徒対象になる。
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鶴田 栄次

私立

Lilia T. Habacon
Pn. Salwani bt Mohd Zain

Ada de las Mercedes
Rangel Menchaca

台湾　高雄市三信高級家事職業学校 私立 潘 福照

インドネシア　西スマトラ州　Padang Panjang City FADLY AMRAN

事業協働機関
（国内外の大学，企業，

国際機関等）

工藤 誠一私立

タイガーモブ株式会社 菊地 恵理子

株式会社 公文教育研究会 池上秀徳

Learning in Context（協和物産株式会社） 空田 真之
タクトピア 株式会社 長井 悠

株式会社 ＮＴＴドコモ ライフサポートビジネス事業部 教育・キャリア事業 山本 哲

マレーシア　Sekolah Menengah Kebangsaan (Perempuan) Sri Aman 
フィリピン Philippine Science High School System 国立

公立

メキシコ　メキシコ学院メキシココース

市川高等学校 私立 宮﨑　章

タイ KASETSART UNIVERSITY LABORATORY SCHOOL 国立 Sasitorn Jangpakorn

堀江 未来

陳 修平

Leyte Normal University　（フィリピン） Jude Altiveros Duarte

明石工業高等専門学校 国立 神戸 宣明
愛媛県立三崎高等学校 公立 若江 亨
宮崎県立宮崎大宮高等学校 公立 吉田　郷志
宮崎県立飯野高等学校 公立 長谷川岳洋
長崎県立長崎東高等学校 公立

1年 2年 3年

270 270 - 540

計

事業連携校
（国内外の高等学校等） 福岡雙葉高等学校

IBコース 30

- -

219

264

株式会社内田洋行

台湾　中山大学附属國光高級中学

立命館慶祥高等学校
立命館守山高等学校

聖光学院高等学校

一般社団法GiFT
アイ･シー･ネット株式会社

寺田 佳司
私立 江川 順一
私立

私立

仲谷 善雄
出口 治明

立命館大学
立命館アジア太平洋大学

認定NPO法人アクセス－共生社会をめざす地球市民の会 新開 純也

東明館高等学校

立命館高等学校

国立

私立 黒木 忠好
私立 西山 和幸

大久保 昇

辰野 まどか
多田 盛弘

青翔開智高等学校 私立 横井 司朗

ヒックス ジョーゼフ

学校規模

事業拠点校
1023

80 70 69

IGコース

立命館宇治高等学校

24 83

対象外：

対象： 759

264理科コース・文科コース 264

29

私立
学科・コース名

IMコース

都道府県番号
26

京都府
事業拠点校

ふりがな

管理機関

ふりがな

代表者・校長名
森島朋三

機関名・学校名・情報
学校法人立命館

学校法人立命館

２０１９年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業

構想計画書（概要）

2019～2021

　ALネットワークを組織し，Society 5.0に向けてイノベーティブなグローバル人材育成のための教育システムを開
発する。文理融合の学びの中で，グローバルマインドセット，グローバルコンピテンシー，PPDAＣの3要素を伸ば
す『総合的な探究の時間』とその関連科の『SDGs』等を開発する。各科目と連動して学びの効果を高める海外研
修も開発する。海外研修や国際会議等を，生徒がチャレンジしやすく，効果的な研修となるよう，3要素等の到達
度や目的・到達目標により分類する。また，選択科目群や講座群を置き，生徒の関心によって第2外国語や高度
な学びができるようなカリキュラムを開発する。課題研究では，多様性を受容し協働できるグローバル社会の実
現に向けて，SDGsの目標実現のために生徒全員が取り組む。その成果は国際会議で発表し，多様性の中での
論議を通し新しい価値を創造する。

イノベーティブなグローバル人材育成を目指す教育システムの開発

管理機関

がっこうほうじんりつめいかん

りつめいかんうじこうとうがっこう

立命館宇治高等学校

期間

※行数は適宜調整すること


